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「沈黙」という言葉はあまり好きでないような気がした。「沈黙する」 、 「沈黙させられる」 。本当は話したい欲望があるのに、黙るこ を強いられている、そういうニュアンスがある。スペイン語では
silencio 。これを一言いうだけで、





着いて船か 降りたばかりの人もいたし、亡命してか 少し時間が経過してからの人もい が、強い印象を残したのは、どの人も雄弁にキューバでの自分たちの経験を語っいることだった。うるさいく いに声をはりあげる。話がとまらない。いかにキューバがひ いところであるのか、
亡命という選択をどのように決断したのか。この饒舌さを前にすると、キューバで強いられていたであろう沈黙に思いがいたる。言えないことばかりだったのではないだろうか。その反動で、あれほどおおっぴ 、何から何まで話しているのかもしれない。
作家のレイナルド・アレナスはそのように命からがら亡
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